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138.茨城擦の議動をi還した中・高齢者の健康づくり
の実態iこ関する研究ー鍵緩づくりの務状と護動
指導に関する人材について SATプロジェクト
115-

。前回夜奨 i、潜水 j晃一i、奥野純子久河野
一良j夕、久妻子 議t!2.3

e筑波大学大学校 入郎総会科学研究科、 2筑法大学
γA校Aセンタ…、 3筑波大学体脊科学系)

[ fヨ約1J.えが箆jの社会智衆として、高齢化の進行、 j袈
療費のJt!1大、生活'J?l'積病の増加、婆介護高齢者の増加
が認められている。務殺、健E費増進ならびに発病予防
を中心とした一次予防にま支点、をおいた、 21世紀におけ
る箆i民縫嫌づくり遂動 f縫康宮本2むを鰹生労働省が
殺j塾している。これは問レベルではなく‘著名滋崎県お
よび市街村においても各自治体が健康日本21の絡策を
立てた上で実施していくというものである。本議究で
は茨城県内の運動を中心とした中・潟鈴者の健綾増進
策に践する実態鱗授から、地域の鍵燦づくり挙事業およ
び運動指導に関する人材の現状について挨討すること
を目的とした。 [71111 茨城~内83rn町村の鍵綾づ
く句を1'.11当している議右上健康部門鍛当者を対象に、:qt.
成14年1211から平成15年2月の鶴、 l市町村における綾
策づくりに践する部資j を実施した。配布ならびに出
奴は郵送とした。第!谷;市町村数は68市跨村であり、制
収と私は81.9%ずあった。[絡梁および考察i縫燦づ
くりの捜至急で運動に拐する常勤の有資格者の在職状泌
については、 68ni荷村9::135市野村(51.5%)が在様、 3:)
fli町村(48.5%)が不在であったり常勤遼重lJ強導者在験
群(以下Y群)、不在群{以下N群〉の2群に分類して調査
壊活を検討した凸運動による鍵液づくり事業のtjl核と
なる運動教護の現状を築総議話数および内答で検討し
た。実施工員箆数はY群がN群よりも宥意に多いことが
夜、められた。 内容については、上役3f立までは湾群と
もj可乙であった。設も多く取りとifられていたウォー
キングは、{建緩い11らき2Jにおけるi儀氏の選動の共体
的自探として掲げられているため、実施されていると
」考えられるむ館別プログラムの作成の有畿については
有意獲が認められず、現在プログラムを作成している
のは56市町村中、 6ifj-1Hf村(10.7%)であったむ参加者
に運動際始のきっかけづくりを与える場合、 liiJ..-内容
のプログラムは有効である。しかしながら、運動効巣
の億人緩や綴入の懲識あるいは環境の変化があるため、
参加者の運動継続が達成されることを考懸に入れる場
合には、銀JJIJプログラムを作成する必要性が示唆され
た。人材養成については、実施しているのは501ぢ町村
中6itiPQ-村(12.096)であった。態様日本21の策定時期
はY若手とN群で有窓差iま認められず、 67市町村中271お
i可村(40.3%)は策定i時期が未定であったo N群の市町
村が約半数をおめていることからも、策定時紛が未定
であるために、人材繋成が計鎖的に実施されていない
ことが不竣されたむ Y鮮と持群の2群に分類して総資項
践を検討したが、{建燦づくり毒事業の内容には遊興が少
ごよかった。したがって、授綴にわたる健康づくり事梁
を捻進していくためには、遂動指導者の安絡ではなく、
事業の金態および運営が可能な、鍵嫌づくり金毅をマ
ネージメントできる人材を育成しなければなちないこ
とが示唆された診
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